
長谷真里氏

調査日 令和６年７月（就農後６年目）

所在地 さぬき市志度

経営主 長谷 真里

主要事業 果樹

主要作目 ブドウ 100a
体験農園（レモン） 90a
ブロッコリー 30a

就農タイプ 親元就農

就農時期 平成30年

労働力 家族 ２名（本人、母）
常時雇用 ３名
臨時雇用 １名

就農事例
ヒストリーあらすじ

・長谷真里氏は県内の農家出身で、祖父母の代から50年以上続くブドウ園で育った。
当初は他産業（観光等）に勤めていたが父が体調を崩したことから後継者になるこ
とを決意。

・香川県立農業大学校で１年間学んだあと、平成30年４月に独立就農した。

・販売面を考えた生産を心掛け、お盆等のニーズの高い時期に美味しいブドウが出
荷できるように努めている。

・地域の活性化の取組にも注力し、農福連携や耕作放棄地の活用にもチャレンジし、
体験農園「レモンの木オーナー制度」をスタートさせた。さらに、ジェラートや甘
酒を開発・販売する等、年間を通じてブドウを楽しんでもらえる６次産業化にも取
り組む。

・令和４年６月に認定新規就農者から認定農業者に移行し、令和６年５月には農業
士に認定された。ブドウの観光農園も開園し消費者との交流にも積極的に取り組む
ほか、地元の農産物を販売するマルシェを企画する等、幅広く活躍している。

エッセンス

●消費者ニーズを重視し
た生産販売を心掛ける。

・帰省中の家族やお供えなどの需要の多いお
盆に出荷を合わせた栽培を行っている。

・お客様の顔を見ながら販売したいというこ
だわりから、直販の割合が増え、現在では完
全予約制にまでなった。

●地域の活性化への取組

・耕作放棄地や農福連携への取組の他、大学
生とコラボして地域の特産品を販売するマル
シェの企画等、地域の活性化に積極的に取り
組んでいる。

●常にチャレンジ！

・美味しいブドウづくりだけではなく、濃厚
なジェラート等の開発・販売等の６次産業化
や、カフェの開設等、常にチャレンジする意
欲的な取り組みを行っている。



ブドウを中心とした農業経営で地域を活性化！

美味しいブドウがたくさん！

６次産業化にもチャレンジ

カフェも開設！

長谷真里氏

体験農園レモンの木

オーナー制度

農福連携で地域の障がい者施設
の皆さんと一緒に作業します。



長谷真里氏 ヒストリー＜課題と対応策＞

就農前
就農期
平成30年～

確立期
令和２年～

発展・将来構想
令和４年～

●代々続くブドウ農家出身

・祖父母の代から50年以上続く
ブドウ園で育つ。

・就農前は他産業(観光･美容業)
で勤めていた。
・農園を経営してた父の体調不
良により、後継者になることを
決意した。

●独立に向け研修

・香川県立農業大学校にて１年
間果樹の栽培や経営の基礎知識
を学ぶ。

・１年間の研修を受け、基本的
なブドウの技術や農業の知識を
を習得
・親元就農のため、農地や倉庫
等の資産や技術が継承できた。
・引き継ぐブドウも成木で約１
haあり、品種も３品種（シャイ
ンマスカット、ニューピオーネ
、デラウェア）あり、経営当初
から安定した経営が可能となっ
た。

●平成30年に独立就農

・平成30年２月に認定新規就農
者の認定を受ける。
・平成30年４月から、さぬき市
で経営開始

・果樹の女性農業者の認定新規就
農者は、さぬき市で最初
・技術面等の準備が万全であった
ため、当初より安定した経営がで
きた。

●ニーズに合った生産！

・消費者ニーズに合った美味しい
ブドウ栽培を心掛ける。

・帰省中の家族やお供えなど需要
の多いお盆に合わせた栽培に努め
ている。
・甘くて美味しいぶどうのため土
づくりに特に注力している。

●地域の活性化への取組

・農福連携や耕作放棄地の活用
にチャレンジ！
・女性農業者の活動にも意欲的
に取り組む。

・地元の経済関係団体とも交流
を図り、地元の活性化に向けた
取組にチャレンジ
・具体的には耕作放棄地を活用
し、レモンの木オーナー制度を
スタートさせ、多くのオーナー
が集まった。
・レモン園地の運営管理は市内
の就労継続支援事業所に委託し
農福連携にも取り組む。
スタッフと連携し工夫しながら
利用者が仕事できる環境づくり
に努ている。
・「東讃地域農ガール」の活動
にも積極的に取り組み、地域で
活躍する女性農業者をリード

●常に新たなチャレンジ！

・ブドウ園にカフェも開設！

・お客さんとやりとりを楽しみ、
「地域の人の笑顔が少しでも増え
るように」、「大切な人を想う気
持ちをカタチに」を経営理念とし
常に新たな挑戦を続けている。

●地域の担い手として活躍！

・地元を盛り上げるため、マルシ
ェの企画にも取り組む！

・大学生とコラボし、香川県で採
れた果物を使ったスイーツや特産
品を販売するマルシェを企画する
等、地元を盛り上げる。
・ブドウの観光農園も開設し、消
費者や地元の方との交流促進にも
取り組む。

●販売面でのこだわり

・直接販売への取組を開始し、消
費者と対面する機会を設けた。

・JA出荷の他、お客様の顔を見
ながら売りたいというこだわりか
ら、直接販売の割合を増やした結
果、現在では完全予約制にまでな
った。

●６次産業化への取組

・６次産業化で１年中楽しめる
ブドウ経営を目指す

・大粒レーズンや濃厚なジェラ
ート、甘酒を開発・販売し、シ
ーズンが終わってもブドウを楽
しめる取組を行う。

●農業士に認定

・令和４年６月にさぬき市の認定
農業者へ移行
・令和６年５月に農業士に認定

・経営者感覚を持った新規就農者
を育てるため、目標やビジョンな
どの大事なことを伝えたい！


